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郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

次回締切　2月29日必着（掲載は４月号です。）（企画広報課）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（概ね50作品まで）
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れ
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  【電話】大津年金事務所
  A077－521－1489
   　平日８時30分～17時

　大津年金事務所では、「予約
制による年金相談」を、次の日
程で開催します。

日　　時　２月23日（木）
　　　　　　10時～16時
場　　所　安曇川公民館
申込方法　予約専用電話番号に

お電話ください。

※この電話では予約以外のご用
件はお受けできません。
※予約受付は、定員になり次第、
締め切りとなります。

一日年金相談所

翌 月 振 替 保険料額　 15,020円/月
毎月の保険料を翌月末に口座引き落とし
（割引なし）

保険料額　176,460円/年
割引額

3,780円/年

１ 年 前 納
４月分から翌年３月分までの保
険料を４月末に口座引き落とし

保険料額　177,040円/年 割引額
3,200円/年１ 年 前 納

保険料額　 89,100円/半年
割引額

1,020円/半年

６か月前納
４月分から９月分までの保険料
を４月末に、10月分から翌年
３月分までの保険料を10月末
に口座引き落とし

保険料額　 89,390円/半年 割引額
730円/半年６か月前納

割引額
50円/月

保険料額　 14,970円/月早 割 制 度
毎月の保険料を当月末に口座引
き落とし

割引なし保険料額　 15,020円/月毎 月 納 付

口座振替を利用した場合の
保険料額（平成23年度）参考

クレジットカードによる
国民年金保険料の納付もできます
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ページ

■4月号締切　2月27日（月）
■掲載料　10,000円/１枠（28mm×85mm）

■3月掲載分締切　2月10日（金）
■掲載料　１か月10,000円

詳しくは市ホームページをご覧ください。

クレジットカードを利用した場合の保険
料額（平成23年度）参考


